
5.電子書籍を読む
 本棚で「読む」をクリックすると、自動でページが立ち上がりその資料を読むことができます。 

※「読む」ボタンでの閲覧にあたって、アプリケーションのインストールの必要はありません。

※ 電子書籍を読む際、   ボタンを使用する必要はありません。 
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※ アプリケーションをインストールして「ダウンロード」した場合は、
「返却する」ボタンは消えてしまいます。
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5.電子書籍を読む
① しおり 開いているページにしおりを挟むことができます。
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電子書籍の右上部分を
左クリックすると
しおりの印が出ます
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5.電子書籍を読む
② 
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ページ下部をクリックすると、バーが出てきます。 
丸い箇所を動かすと、任意のページに移動できます。 
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5.電子書籍を読む 
③ メニューバー 
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ページ下部をクリックすると、上部にガイドが出てきます。 
    

電子書籍によって出
てくるマークが異なり
ます。 
 
    をクリックする 
 
と、メニューバーが出
てきます。 
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5.電子書籍を読む
③ 

Search：資料の中の単語を検索することができます。 

Chapters：目次です。好きな章に移動することができます。 

Bookmarks：①で挟んだしおり、⑨でつけたハイライト・メモの場所を確認できます。 

History：読書の進捗(どの箇所をいつ読んでいたか)を確認できます。 

Reading Settings：文字の大きさ・フォントの変更、 
  白黒反転などを行えます。 

Offline Access：ネット環境がある間に、書籍を先に読み込んでおく
ことができます。読み込んだ書籍は、オフライン状態でも読むことが
できます。 
Tips & Secrets：英語でキーボードでの操作などTips(裏技)が確
認できます。 

メニューバー
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5.電子書籍を読む

見開き表示：1ページか2ページどちらで表示させるか 
 選択できます。 

資料内検索：資料の中の単語を検索することができます。 
メニューバー：前ページ参照

④ ⑤ ⑥

④ 
⑤ 
⑥ 
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⑦ 

⑦ズーム：クリックすると表示が大きくなります。
 「＋」「－」をクリックして表示の調整ができます。 
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5.電子書籍を読む

⑧ 辞書・検索

DEFINE：単語を英英辞典で調べる 
   ことができます 

SEARCH：同じ単語を同一電子書籍内で 
   検索することができます 
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文字列の中の部分をクリックすると、文字が選択された状態になり黒いバーが出てきます。 

※白い部分でクリックするとページが移動します。

⑨ ハイライト・メモ

HIGHLIGHT:3色からハイライトを 
 つけることができます 

NOTE:メモをすることができます 
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